
 

  

ディスコースマーカー

一覧 

      

 



 

１. 対比・逆接のディスコースマーカー（A⇔B） 

 

♦ポイント① 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

※ここでの「プラス・マイナス」というのは「良い・悪い」の意味ではなく, あくまで対照的である事をわかりやす

く示すための記号 

 

♦ポイント② 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対比・逆接マーカーで結ばれるAとBでは, B に重点が置かれることが多い！ 
 

Although the class is really difficult, I’m glad I chose to study physics. 
                   A                           B 

 

                   対比・逆接マーカー      筆者の力点／主張 

 
 

 

対比・逆接マーカーの前後では文意（プラスとマイナス）が入れ替わることが多い！ 
 

    This medicine is very effective. However, there are several side effects. 
        A                     B  

 

        プラスイメージ     対比・逆接マーカー     マイナスイメージ 

    A:この薬はとても効果的 B:いくつかの副作用がある 

A:その授業はとても難しい B:物理学を学ぶことを選んでよかった 

対比・逆接マーカーがあれば英文の論理展開が推測できる！ 
 

The author’s first novel became a best seller. In contrast, his second one …….  
                   A                                          B 

 

                     対比・逆接マーカー   内容や語句の推測・速読が可能 

 

 
A:その作家の最初の小説はベストセラーになった B:彼の２冊目の小説はあまり売れなかった 



 

♢おもな「逆接」のディスコースマーカー 

but（しかし） however（しかし） (and) yet（しかし、それにもかかわらず） 

nevertheless / nonetheless（それにもかかわらず） still（それでもやはり） 

instead（それどころか、そうではなく）  despite / in spite of（…にもかかわらず） 

while（～だが） whereas（～だが） though / although（～だが、しかしながら）  

even though（～だが、～だとしても） even if（～だとしても） 

on the contrary / to the contrary（その反対に） 

as（～だが）●形容詞・副詞・名詞などを asの前に出して使う 

 

●Young as he is, he seems to know everything. 

   （彼は若いけれど何でも知っているようだ。） 

 

♢おもな「対比」のディスコースマーカー 

while（一方…） whereas（一方…） 

on the other hand（一方） in[by] contrast（対照的に） 

in contrast to[with] （…とは対照的に）   

   ※セミコロン（；）も「対比マーカー」として用いられる場合があります。 

 

♢譲歩構文（譲歩⇔主張） 

相関的に用いられる一種の構文です。これらの表現の出だしを見かけたら、but などの逆接が来ること

を予想して読み進めてください。また、but 以降が筆者の主張であることを意識してください。 

 

It is true (that) ～, but …（たしかに～だ、しかし…） 

Truly ～, but …／True, ～, but …（たしかに～だ、しかし…） 

To be sure ～, but …（たしかに～だ、しかし…） 

Certainly ～, but …（たしかに～だ、しかし…） 

Indeed ～, but …（もちろん～だ、しかし…） 

Of course ～, but …（もちろん～だ、しかし…） 

No doubt ～, but …（もちろん～だ、しかし…） 

S may[might] V, but …（～かもしれない、しかし…） 

   

 



 

２. 具体例のディスコースマーカー（A＝B） 

 

♦ポイント① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント② 

 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント③ 

 

 

 

 

 

 

具体例は抽象的内容を具体的に言い換えたもの 
 

   Vegetables are good for your health.  Carrots, for example, are rich in vitamin A. 
      A（抽象的内容）                  B（具体例）  

 

                    具体例マーカー      

    

              Aと Bはイコールの関係にある 

 

 

A:野菜は体にいい B:にんじんはビタミン A が豊富 

抽象の内容が理解できれば具体例は飛ばし読み／速読が可能！ 
 
Most kitchen tools, such as can openers, ladles and saucepans, and various knives and peelers  
       A                                                          B 

are ineffective, awkward, or impossible to use with the left hand. 
                   

                 具体例マーカー    １つ１つ読んでいく必要なし 

 
 

A（抽象）の内容がわかっていればB（具体）は飛ばし読みできる！ 

A:ほとんどの調理器具 B:カンオープナー, レイドル？ソース…？？ 

抽象の内容がわからなければ具体例から逆算可能！ 
 

Japan has its own unique practice. For instance, people never wear shoes in someone’s home. 
                   A                                                     B 

 

  具体例マーカー    

 
  

              B（具体）から逆算してA（抽象）の内容を類推できる！ 

 

        

B:人の家の中では絶対に靴を履かない A: unique practice???? 



 

♢おもな「具体例」のディスコースマーカー 

for example / for instance（例えば）  

(let’s) suppose（仮に～だとしよう、例えば） (let’s) say（言ってみれば、例えば） 

such as ～（～のような、～といった） like ～（～のような、～といった） 

in particular / particularly（とくに） 

and so on（～など）  

※コロン（：）も「具体例マーカー」として用いられる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３. 言い換えのディスコースマーカー（A＝B） 

 

♦ポイント① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言い換えマーカーの前後はイコール関係！ 

A lot of animals are in danger of dying out. In other words, the earth is destroyed. 
         A                               B  

 

                      言い換えマーカー 

 

 

Aの内容がわからない→Bがわかれば速読可能 

Bの内容がわからない→Aがわかれば速読可能 

A:多くの動物が絶滅の危機にある B:地球は破壊されている 

Bの内容がAの具体例になっていることも多い！ 
 

  The meeting will be held next Tuesday, that is to say, April 3rd. 
A                  B  

 

                 言い換えマーカー    

 

 

A:来週の火曜日 B:4 月３日 



 

♢おもな「言い換え」のディスコースマーカー 

in other words（言い換えると）  

that is (to say)（すなわち） or （すなわち）  namely （すなわち） 

or（すなわち） in short / in brief / in a word（要するに） 

※コロン（：）やダッシュ（―）も「言い換えマーカー」として用いられる場合があります。 

 

♢類似マーカー 

言い換えマーカーが「A＝B」であるのに対して、類似マーカーは「A≒B」になりますが、読み方のポイ

ントは言い換えマーカーと同じです。 

 

like ～（～のように）  just like ～ / just as ～（ちょうど～のように） 

similarly（同様に）   equally（同様に）   likewise（同様に） 

in the same way（同様に） 

Just as S’V’ ～, so SV …（ちょうど～のように…） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４. 追加のディスコースマーカー（A＋B） 

 

♦ポイント① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここでの「プラス・マイナス」というのは「良い・悪い」の意味ではなく, あくまで対照的である事をわかりやす

く示すための記号 

 

 

 

 

 

 

追加マーカーの前後でプラス・マイナスは変わらない！ 

The ideas are poorly expressed. Moreover, the style of writing is not suitable. 
         A                           B  

 

        マイナス         追加マーカー      マイナス 

 

       AからB／BからAを推測したり読み飛ばすことができる！ 

 

A:考えがしっかり述べられていない B:文章の形式も適切でない 

ある事柄に関して新しい情報を追加する！ 

The movie was boring, and besides, it was too long. 
      A                  B  

 

                  追加マーカー 具体例や理由になるケースが多い 

 

 

何と何が並列されているかを整理しながら読む！ 

 

 

A:その映画はつまらなかった B:長すぎた 



 

♢おもな「追加」のディスコースマーカー 

also（～もまた）   as well（～もまた）   too（～もまた）     

moreover （さらに）  furthermore（さらに）  what is more（さらに） 

besides（さらに、～に加えて）  

additionally（さらに、加えて）  in addition（さらに）    in addition to ～（～に加えて） 
 

※セミコロン（；）、next（次には）then（それから）another（もう一つの…）も「具体例マーカー」 

として用いられる場合があります。 

 

♢相関表現 

not only A but also B（Aだけでなく Bも）    

B as well as A（Aだけでなく Bもまた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５. 因果関係のディスコースマーカー（A→B） 

 

♦ポイント① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ポイント② 
 

 

 

 

 

 

 

※ここでの「プラス・マイナス」というのは「良い・悪い」の意味ではなく, あくまで対照的である事をわかりやす

く示すための記号 

 

 

 

 

 

因果マーカーの前後でプラス・マイナスは変わらない！ 

The typhoon has been coming since this morning. As a result, our plan was cancelled today. 
         A                                      B  

 

        原因／マイナス     因果マーカー      結果／マイナス 

 

 

「プラスイメージの原因⇒プラスイメージの結果」 

「マイナスイメージの原因⇒マイナスイメージの結果」 

の関係を用いて速読し, 未知の部分を類推せよ！ 

Aと Bどちらが「原因」で, どの部分が「結果」であるかを見抜け！ 

I lost my car key yesterday. Therefore, I had to walk to the station today. 
          A                             B  
 

          原因         因果マーカー              結果 

 

 

「A原因→マーカー→B結果」「A結果←マーカー←B原因」の位置関係をしっかり掴む 

A:昨日車のカギを無くした B:今日は駅まで歩かなければならなかった 

A:今朝から台風が来ている B:私たちの結果は無くなった 



 

♢おもな「原因・根拠」のディスコースマーカー 

because / as / since（～だから）  now (that)（今や～なので） 

for（…というのは～だからだ） 

because of / due to / on account of / owing to（～だから） 

This is because [why] SV ～（これは～だからだ） 

so[such] … that SV（非常に…なので～） 

    

♢おもな「結果」のディスコースマーカー 

 so / therefore / thus / hence（よって、だから） 

consequently / accordingly（その結果） 

as a result / as a consequence / in consequence（その結果） 

～ so that …（～である。その結果…） 

 

 

♢「因果関係」を表すおもな動詞 

  A が「原因」、B が「結果」  

A cause B ＝ B be caused by A（A が B を引き起こす ＝ B は A によって引き起こされる） 

A result in B ＝ B be resulted from A（A の結果 B になる ＝ B は A から生じる） 

A bring about B（A が B をもたらす） 

A lead to B（A が B につがなる） 

  

♢おもな「結論」のディスコースマーカー 

in conclusion / as a conclusion / To conclude（結論として、要するに） 

in short / in brief / in a word（要するに） 

 

 

 

 

 


